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二
十
一
世
紀
の
野
沢
北
高
校
を
も
っ
と
も
よ
く
知
る
甘
利
義
夫
（
六
六
回
卒
）
は
、
理
数
科
発
足
当
初
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
一
九
九
四
年
、
理
数
科
最
初
の
学
年
が
入
学
し
た
。
私
は
普
通
科
の
担
任
と
し
て
同
じ
学
年
に
入
っ
た
。
理
数
科
は
元
気
が
い

い
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
核
に
な
る
よ
う
な
優
秀
な
人
間
が
い
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い
っ
た
。
理
数
科
の

担
任
は
楽
だ
っ
た
。
す
べ
て
生
徒
が
や
っ
て
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、
普
通
科
の
中
に
も
、
理
数
科
と
張
り
合
っ
て
頑
張
る
と
い
う
生
徒
が
い
く
ら
で
も
い
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
理

数
科
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
学
習
成
績
や
進
学
に
十
分
成
果
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
自
分
た
ち
の
学
年
は
、
卒
業
の
時

に
、
国
公
立
大
学
現
役
合
格
者
が
百
十
六
人
に
達
し
た
。」

　
甘
利
は
、
二
〇
二
一
年
現
在
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
再
び
野
沢
北
で
化
学
を
指
導
し
て
い
る
。
十
数
年
前
と
現
在
の
生
徒
を
比
較

し
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
前
回
も
今
回
も
一
貫
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
が
、
い
い
話
は
し
っ
か
り
聞
く
と
い
う
こ
と
、
言
動
を
ど
う
す
べ
き
か

わ
き
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
今
は
生
徒
の
数
が
少
な
い
の
で
、
集
会
は
静
か

で
あ
り
、
全
体
に
お
と
な
し
い
。
学
校
は
生
徒
の
人
数
が
多
い
ほ
う
が
活
気
が
あ
っ
て
い
い
。

　
自
分
が
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
選
手
慰
安
の
歌
』
が
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
を
何
と
か

し
て
復
活
さ
せ
た
い
。」

　
甘
利
が
端
的
に
語
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
二
十
一
世
紀
二
十
年
間
の
野
沢
北
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
二
十
年
間
に
、
実
に
多
く
の
変
化
が

あ
り
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
多
い
。
本
書
で
は
、
百
年
史
に
続
く
も
の
と
し
て
、
主
に
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
以
降
の
野
沢

北
の
歴
史
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
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一
九
九
四
年
に
理
数
科
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
前
半
は
、
理
数
科
を
軸
と
し
て
進
学
が

大
き
く
伸
び
た
。
一
九
九
五
年
に
佐
久
長
聖
高
校
に
中
高
一
貫
ク
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
、
い
ち
じ
る
し
く
刺
激
に
な
っ
た
。

両
校
が
競
い
あ
っ
て
、
東
信
地
区
の
進
学
を
引
っ
ぱ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
二
〇
〇
二
年
学
校
週
五
日
制
完
全
実
施
、
二
〇
〇
四
年
十

二
通
学
区
制
か
ら
四
通
学
区
制
へ
の
移
行
、
二
〇
〇
四
年
理
数
科
二
〇
〇
五
年
普
通
科
前
期
選
抜
実
施
、
二
〇
〇
二
年
の
土
曜
補
習

授
業
・
土
曜
開
放
講
座
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
土
曜
公
開
授
業
へ
の
展
開
、
二
〇
一
〇
年
の
岳
南
会
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会
の
発

足
、
学
校
自
己
評
価
・
教
員
評
価
・
学
校
評
議
員
制
度
・
保
護
者
評
価
な
ど
の
導
入
と
進
展
、
二
〇
一
七
年
普
通
科
へ
の
探
究
学
習

導
入
・
二
〇
一
九
年
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
探
究
校
指
定
と
、
校
内
・
校
外
の
変
革
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
二
〇
〇
四
年
の
四
通
学
区
制
の
実
施
は
、
学
力
面
で
本
校
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
、
学
力
ト
ッ
プ
層

の
地
区
外
流
出
傾
向
を
も
た
ら
し
た
。
小
諸
・
御
代
田
・
軽
井
沢
・
佐
久
市
北
部
の
生
徒
の
上
田
高
校
へ
の
流
出
、
ま
た
、
川
上
・

南
牧
の
生
徒
の
北
杜
市
立
甲
陵
高
校
へ
の
流
出
が
起
こ
っ
た
。
屋
代
高
校
と
諏
訪
清
陵
高
校
に
お
け
る
中
高
一
貫
校
の
開
設
も
、
少

な
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
全
国
的
な
高
齢
化
・
少
子
化
の
進
展
の
中
で
、
本
校
も
再
編
統
合
の
大
波
に
無
縁
で
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
二
〇
二
〇

年
九
月
、
県
教
委
よ
り
野
沢
北
と
野
沢
南
を
統
合
す
る
高
校
再
編
整
備
計
画
案
が
発
表
さ
れ
た
。
両
校
お
よ
び
両
校
同
窓
会
、
地
域

社
会
は
、
こ
れ
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
再
編
統
合
と
新
校
発
足
に
向
け
て
、
各
レ
ベ
ル
で
活
発
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
統
合

に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
県
教
委
が
設
置
し
た
懇
話
会
（
佐
久
新
校
再
編
実
施
計
画
懇
話
会
）
で
あ
る
。
両
校
内

部
で
再
編
統
合
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、
両
校
同
窓
会
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
し
ば
し
ば
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。
両
校
お
よ
び
両
校
同
窓
会
の
活
発
な
議
論
の
成
果
は
、
懇
話
会
に
意

見
と
し
て
反
映
さ
れ
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
基
軸
と
な
っ
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
皆
さ
ん
は
、
両
校
の
統
合
に
非
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常
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
特
に
、
子
ど
も
を
持
つ
親
は
、
佐
久
地
域
か
ら
公
立
の
進
学
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
、
心
配
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
二
月
、
佐
久
市
民
新
聞
に
お
け
る
、
吉
岡
徹
野
沢
北
同
窓
会
長
と
中

島
瑞
枝
野
沢
南
同
窓
会
長
の
対
談
は
、大
き
な
波
紋
を
呼
び
、心
配
す
る
保
護
者
に
安
心
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
両

校
を
足
し
て
二
で
割
っ
た
学
校
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
進
学
拠
点
校
を
つ
く
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
数
年
後
の
新
校
発
足
に
向
け
て
、
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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